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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

日本歴史学会・地方史研究協議会。近江地方史研究会
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日本近世史

前年度に引き続き法隆寺史の調査・研究を行った。法隆寺史編さん室の史料調査を行い、
『法隆寺史』第2巻第4章所収予定の第3節｢京都朝廷と法隆寺」（400字21枚）および第4節
「近隣諸大名との交流」（400字18枚）の原稿をまとめた。この関係の調査・研究・執筆は次
年度も引き続き行う。

江戸時代のからくり玩具の復元研究を、ことしも学生とともに取り組み、特にからくりの基
礎研究を「からくりのいろは」というテ－マにして、11月の大学祭で発表させた。また夏休
みには一般市民を対象とした奈良大学からくりおもちゃ教室を3回にわたって開催、ゼミの学
生たちをアシスタントとして、参加者約190名の指導にあたった。さらに1月からは伊勢参り
宝来講の第２２回実施を企画して、学生に宝来講事務局をつくらせ、二ヶ月に渡る準備活動
をへて、3月2日～6日の4泊5日の日程で実施した。参加者は社会人を含め約70人で、大きな成
果をあげた。

今年度は以下のような講演活動を行った。
7/8法隆寺夏期大学「江戸時代の法隆寺と南都奉行所」
7/29積水ハウス納得工房「旅の楽しみ方発見～江戸庶民に学ぶ～」
10/21なら１００年会館（奈良新聞創刊６０周年記念講演）「不思議探求の旅に出かけよう～
江戸時代の大衆文化のたくましさ～」
10/29西宮市浜脇公民館「江戸時代の旅と街道」
11/25「奈良で学ぶ贅沢」ＮＨＫラジオ深夜便～こころの時代
3/17奈良県中小企業会館「川路聖謨の時代と大和の文化」
3/18茨木市郡山宿公開記念講演「江戸時代の街道--実験歴史学の試み」ほか

11/25世界遺産学シンジュウム０６「～つたえる・つなぐ－奈良からの発信～」にパネリスト
として参加。4/1から3/31まで学長として在任。



① 「清水川新堀方
一件」

単著

① 日本の世界遺産
と江戸時代

単著

② 生涯学習の場に
真の大学像が見
える

単著 奈良大学における通信教育を紹
介し、学びの場として大学像を
検証した

水の国近江は水に喜び水に泣く
歴史を持つ。この水の歴史にま
つわる出来事を考察する事例と
して、屋久島の江戸時代の古記
録を紹介して、人と水とのかか
わりについて提言をした

日本の世界遺産が江戸時代に世
界遺産としての要素を獲得した
ことを論じた
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